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一
九
九

0
年
三
月
、
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド
(
-
九
二
八
ー
一
九
九
四
年
）
は

あ
る
コ
レ
ク
タ
ー
を
弾
劾
す
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
文
面
の
広
告
を
『
ア
ー

ー

コ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
無
許
可
の
」
再
制
作

は
じ
め
に

は
じ
め
に

l
．
コ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
無
許
可
の
」
再
制
作

2
．
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
パ
ン
ザ
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
を
め
ぐ
る
先
行
研
究

l

．
コ
レ
ク
タ
ー
と
作
家
の
衝
突
ー
~
パ
ン
ザ
と
ジ
ャ
ッ
ド

l
_
l
．
パ
ン
ザ
の
生
い
立
ち
と
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
出
発

1
ー
2
．
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド
の
視
点
か
ら
見
た
衝
突
の
経
緯

l
_
3
．
オ
プ
ジ
ェ
ク
ト
か
、
ア
イ
デ
ィ
ア
か

2
．
コ
レ
ク
タ
ー
と
作
家
の
協
調
パ
ン
ザ
と
モ
リ
ス

2
_
1
.
「
い
つ
で
も
再
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
合
板
作
品

2
_
2
．
パ
ン
ザ
が
モ
リ
ス
に
与
え
た
影
響

お
わ
り
に

再
制
作
に
み
る
ロ
バ
ー
ト

ー
コ
レ
ク
タ
ー
と
の
関
わ
り
か
ら
1

ア
ー
ト
」
を
い
ち
早
く
購
入
し
、
作
家
た
ち
を
支
援
し
た
。
そ
う
し
て
、
多
く

95

エ
ー
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
彫
刻
展
は
、
誤
っ
て
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド

の
帰
属
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
制
作
は
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド
の

許
諾
あ
る
い
は
認
可
な
く
、
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
パ
ン
ザ
の
権
限
に
よ
っ
て
行

(
l
)
 

わ
れ
た
。

こ
こ
で
矢
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
パ
ン
ザ
(
-
九
三
―
―
ー
ニ

0
 1
0
年
）
と
は
、

ア
メ
リ
カ
戦
後
美
術
の
主
要
な
コ
レ
ク
タ
ー
の
一
人
に
数

え
ら
れ
る
イ
タ
リ
ア
人
の
実
業
家
で
あ
る
。
パ
ン
ザ
は
一
九
五

0
年
代
か
ら
ア

メ
リ
カ
現
代
美
術
の
購
入
を
開
始
し
、
六

0
年
代
に
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
買
う
者

の
な
か
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
や
「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・

一
九
八
九
年
秋
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
示
し
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

ト
・
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
』
誌
上
に
発
表
し
た
。

崩島

モ
リ
ス
の
独
自
性
に
つ
い
て
の
試
論

尾

佳

本
ホ



し
か
し
、

の
画
商
、

一
九
七
五
年
に
パ
ン
ザ
が
作
品
購
入
す
る
際

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
も
直
接
交
流
し
な
が
ら
、
約
三

0
年
間
で
北
イ
タ

リ
ア
・
ヴ
ァ
レ
ー
ゼ
の
邸
宅
に
大
規
模
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
築
き
上
げ
た
。

一
九
九

0
年
前
後
に
パ
ン
ザ
は
一
部
の
所
蔵
作
家
た
ち
か
ら
激
し

い
非
難
を
浴
び
る
こ
と
と
な
る
。
有
力
な
支
援
者
で
あ
る
パ
ン
ザ
を
批
判
し
た

の
は
、
ジ
ャ
ッ
ド
を
は
じ
め
、
ダ
ン
・
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
(
-
九
二

1

一
―
―
＼
一
九
九
六

年
）
や
カ
ー
ル
・
ア
ン
ド
レ
(
-
九
三
五
年
＼
）
ら
、
既
製
品
や
工
業
用
の
素
材

を
用
い
て
立
体
作
品
に
従
事
す
る
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
の
作
家
た
ち
だ
っ

た
。
彼
ら
の
怒
り
の
原
因
は
、
パ
ン
ザ
が
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
購
入

し
た
作
品
を
そ
の
作
者
の
意
に
反
し
て
、
展
覧
会
の
た
め
に
再
制
作
さ
せ
た
こ

と
に
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ッ
ド
は
先
に
述
べ
た
広
告
の
翌
年
に
発
表
し
た
声
明
の
中

で
、
作
家
不
在
の
作
品
制
作
に
対
す
る
批
判
か
ら
敷
術
し
て
、
パ
ン
ザ
が
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
形
成
の
た
め
に
い
か
に
横
暴
な
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
を
行
っ
て
い
た
か

{
2
}
 

を
告
発
し
た
。
だ
が
実
際
に
は
、

に
彼
の
弁
護
士
と
共
に
作
成
し
た
契
約
書
に
は
、
ジ
ャ
ッ
ド
に
よ
る
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
に
従
っ
て
作
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
展
覧
会
の
た
め
に
作
品
を

(
3
}
 

再
制
作
す
る
権
限
を
パ
ン
ザ
に
与
え
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
け
る
伝
統
的
な
絵
画
の
取
引
は
、
唯
一
そ
こ
に
し
か
な
い

芸
術
作
品
を
金
と
交
換
し
、

コ
レ
ク
タ
ー
が
そ
の
所
有
権
を
得
る
と
い
う
ご
く

単
純
な
も
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ジ
ャ
ッ
ド
や
ア
ン
ド
レ
ら
を
括
っ
て
言
う

と
こ
ろ
の
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
は
、
作
家
が
自
身
の
手
で
作
品
を
作
ら
ず
、

工
場
へ
の
発
注
や
職
人
へ
の
委
託
に
よ
っ
て
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
を
―
つ
の

特
徴
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
後
に
詳
し
く
記
述
す
る
が
、

ア
メ
リ
カ
か
ら

も
ま
た
、
ジ
ャ
ッ
ド
と
同
様
の
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
て
い
た
。

た
と
思
わ
れ
る
。

)
の
よ
う
な
方
法
は
、

一
九
七

0
年
代
初
頭
か
ら
「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア

遠
く
離
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
住
居
の
あ
っ
た
パ
ン
ザ
は
、
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー

ト
」
の
作
品
が
時
に
展
覧
会
の
会
期
終
了
後
に
解
体
さ
れ
る
こ
と
を
鑑
み
、
作

品
そ
の
も
の
を
輸
送
す
る
よ
り
も
、
指
示
書
や
プ
ラ
ン
の
形
で
購
入
し
、
イ
タ

リ
ア
の
職
人
に
作
ら
せ
た
も
の
を
所
蔵
す
る
方
が
良
い
と
考
え
た
。
そ
の
結
果
、

芸
術
の
取
引
は
も
の
と
金
の
交
換
で
は
な
く
、
作
品
を
所
有
す
る
権
利
と
共
に
、

未
だ
作
ら
れ
て
い
な
い
作
品
を
実
現
さ
せ
る
権
利
、
あ
る
い
は
失
わ
れ
た
り
破

壊
さ
れ
た
作
品
を
再
制
作
す
る
権
利
と
、
金
が
交
換
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ー
ト
」
の
売
買
に
お
い
て
採
用
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
当
時
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア

ー
ト
」
の
作
品
の
取
引
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

交
わ
さ
れ
る
契
約
に
お
い
て
、
パ
ン
ザ
は
あ
る
作
品
を
購
入
し
た
と
同
時
に
い

く
つ
か
の
条
件
下
で
同
作
を
再
制
作
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
た
。
ジ
ャ
ッ

ド
は
こ
の
こ
と
に
気
付
か
ず
契
約
書
に
署
名
し
た
た
め
、
上
記
の
混
乱
が
起
き

そ
し
て
、
本
稿
で
中
心
的
に
論
じ
る
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ス
(
-
九
三
一
年
＼
）

一
九
七
五
年
十

一
月
十
二
日
に
交
わ
さ
れ
た
十
一
の
作
品
に
関
す
る
全
て
の
契
約
書
に
は
、
「
私

は
本
契
約
に
よ
っ
て
、
パ
ン
ザ
博
士
と
彼
の
後
継
者
、
財
産
の
相
続
者
に
、
こ

の
作
品
を
組
み
立
て
、
完
成
さ
せ
る
権
利
を
与
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
次
に

掲
げ
る
文
書
と
全
て
の
詳
細
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
参
照
し
、
厳
正
に
か

つ
正
確
に
こ
れ
ら
に
従
っ
て
成
さ
れ
、
さ
ら
に
私
、
ま
た
は
代
理
人
か
遺
産
財

団
に
そ
の
完
成
を
書
面
を
以
っ
て
通
知
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
」
と
記
さ
れ

96 



一4)

て
い
る
。
ま
た
同
契
約
は
、

会
に
際
し
て
購
入
し
た
作
品
を
パ
ン
ザ
の
権
限
で
再
制
作
す
る
こ
と
を
認
可
す

る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
実
際
に
パ
ン
ザ
は
モ
リ
ス
の
作
品
を
彼
に
判
断
を
求

し
か
し
、

や
は
り
ジ
ャ
ッ
ド
の
も
の
と
同
じ
よ
う
に
、
展
覧

モ
リ
ス
が
書
簡
等
を
通
じ
て
パ
ン
ザ
に
対
し
て
再
制
作
を
咎
め
る

こ
と
も
、
ま
し
て
や
公
共
の
場
で
抗
議
の
声
を
発
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、

モ
リ
ス
が
パ
ト
ロ
ン
に
懐
柔
さ
れ
た
、
反
抗
心
の
無
い
従
順
な
人

物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
モ
リ
ス
は
一
九
七

0

年
前
後
に
、
反
戦
思
想
と
美
術
界
の
抑
圧
的
な
構
造
に
対
す
る
反
感
を
背
景
と

し
て
、
美
術
館
で
の
初
め
て
の
回
顧
展
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
さ
ら
に
は
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
前
で
抗
議
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
、
こ

の
頃
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
出
版
予
定
だ
っ
た
書
籍
の
草
稿
で
は
、
「
政
治
的

な
意
識
を
育
む
代
わ
り
に
、
パ
タ
ー
ン
化
し
た
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
を
望
む
」
近
年

の
作
家
た
ち
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
反
権
力
思
想
を
持
っ
た
モ
リ
ス

が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
所
有
す
る
作
品
に
対
し
て
強
い
独
占
意
識
を
有
し
た
コ

レ
ク
タ
ー
と
調
和
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
な
ぜ
モ
リ
ス
は

コ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
作
家
不
在
の
再
制
作
を
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ

2
．
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
パ
ン
ザ
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
を
め
ぐ
る
先
行
研
究

近
年
、
一
九
六

0
年
代
に
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
を
扱
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ

の
圃
廂
研
究
は
飛
耀
的
に
進
み
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
グ
リ
ー
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

、。

、つカ
め
る
こ
と
な
く
制
作
さ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

れ
て
い
な
い
。

一
九
七

0
年
代
頃
か
ら
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア

が
法
的
な
書
類
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

コ
レ
ク
タ
ー
が
作
品
制
作

や
、
ロ
サ
ン
ザ
ル
ス
の
ド
ゥ
ワ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
包
括
的
な
研
究
書
が
一
―
°

(6) 

1
0
年
代
に
な
っ
て
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー

ト
」
の
コ
レ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
の
研
究
は
未
だ
少
な
く
、
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
パ
ン

ザ
に
つ
い
て
は
、
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
元
に
し
た
展
覧
会
図
録
や
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
書
籍
化
し
た
も
の
は
い
く
つ
も
発
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
彼
の
パ
ト

ロ
ネ
ー
ジ
に
紙
幅
を
費
や
し
た
研
究
は
主
に
次
の
二
つ
に
絞
ら
れ
る
。
ま
ず
一

つ
め
は
、
二

0
0
三
年
に
出
版
さ
れ
た
マ
ー
ス
・
バ
ス
カ
ー
ク
に
よ
る
研
究
書

『
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ア
ー
ト
に
お
け
る
不
確
定
な
オ
プ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
第

(
7
)
 

一
章
で
あ
る
。
こ
の
中
で
バ
ス
カ
ー
ク
は
、
パ
ン
ザ
が
作
家
た
ち
の
許
可
な
し

に
作
品
を
再
制
作
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
た
こ
と
で
作
家
か
ら
公
に
告
発

さ
れ
た
こ
と
に
着
目
し
、
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
に
お
い
て
作
品
制
作
が
作

家
で
は
な
く
工
場
の
労
働
者
や
職
人
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
で
、
所
有
権
の
譲
渡

に
対
し
て
決
定
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ヴ
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ

れ
に
よ
っ
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
売
却
し
た
作
品
へ
の
占
有
欲
が
高
ま
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、

起
こ
し
た
こ
と
は
な
い
た
め
、
同
書
で
は
モ
リ
ス
に
関
し
て
ほ
と
ん
ど
分
析
さ

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、

モ
リ
ス
は
パ
ン
ザ
と
特
筆
す
べ
き
ト
ラ
プ
ル
を

ア
ナ
・
チ
ェ
イ
ヴ
が
二

0
0
八
年
に
発
表
し
た
論

文
「
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
を
再
評
価
す
る
~
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
、

(
8
)
 

あ
る
。
同
論
の
中
で
チ
ェ
イ
ヴ
は
、

ア
ウ
ラ
、
場
所
」
で

ー
ト
」
の
作
家
を
経
済
的
に
支
援
し
た
デ
ィ
ア
芸
術
財
団
と
パ
ン
ザ
が
、
作
品

97 



歴
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
パ
ン
ザ
は
、

l
_
1
 
パ
ン
ザ
の
生
い
立
ち
と
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
出
発

ー

一
九
四

0
年
に
は
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー

一
九
二
三
年
に
ミ
ラ
ノ
の
裕
福
な
家
庭

コ
レ
ク
タ
ー
と
作
家
の
衝
突
I

パ
ン
ザ
と
ジ
ャ
ッ
ド

の
作
家
像
が
浮
彫
り
に
な
る
こ
と
を
望
む
。

制
作
に
関
し
て
大
き
な
権
威
を
以
っ
て
作
家
た
ち
に
神
聖
さ
や
霊
性
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
た
様
式
で
作
品
を
制
作
す
る
よ
う
促
し
、
さ
ら
に
財
団
が

支
援
し
て
い
た
一
部
の
作
家
は
自
ら
も
宗
教
や
神
秘
主
義
へ
の
傾
倒
を
示
し
て

い
た
こ
と
を
詳
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、

モ
リ
ス
は
宗
教
や
神
秘
的
な
も
の
ヘ

の
関
心
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
な
く
、
ま
た
デ
ィ
ア
芸
術
財
団
に
も
助
成
を

受
け
な
か
っ
た
た
め
、
考
察
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、

二
つ
の
先
行
研
究
か
ら
抜
け
落
ち
た
、
パ
ン
ザ
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
作
家
と
の
騒

動
に
お
い
て
例
外
的
な
モ
リ
ス
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
当
時
コ
レ
ク
タ
ー
が
作

家
に
対
し
て
持
ち
得
た
影
響
力
を
分
析
す
る
。
加
え
て
、

モ
リ
ス
の
自
作
の
再

制
作
に
つ
い
て
の
考
え
や
態
度
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、

モ
リ
ス
が
他
の

「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
の
作
家
と
も
、
「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
」

の
作
家
と
も
異
な
る
、
独
自
の
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
論
じ
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
戦
後
美
術
動
向
を
名
指
す
批
評
言
語
で
は
捉
え
き
れ
な
い
モ
リ
ス

本
論
に
入
る
前
に
、
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
パ
ン
ザ
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た

の
か
を
確
認
す
る
た
め
、
彼
が
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
と
出
会
う
ま
で
の
経

に
生
ま
れ
た
。
父
の
エ
ル
ネ
ス
ト
は
不
動
産
投
資
と
ワ
イ
ン
の
流
通
業
に
よ
っ

て
一
代
で
資
産
を
築
き
、

挿図 l ヴィッラ・パンザ、ヴァレーゼ (2017年、筆者撮影）
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た
こ
と
で
、
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

レ
三
世
か
ら
伯
爵
の
称
号
を
授
け
ら
れ
た
。
後
に
パ
ン
ザ
が
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
収
蔵
す
る
こ
と
に
な
る
邸
宅
、

ヴ
ィ
ッ
ラ
・
パ
ン
ザ
（
挿
図
l
)

は
、
パ

ン
ザ
が
八
歳
の
と
き
に
父
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
は

徴
兵
を
免
れ
る
た
め
に
ス
イ
ス
に
避
難
し
、
終
戦
後
は
家
業
の
た
め
に
ミ
ラ
ノ

年
ほ
ど
単
独
で
ア
メ
リ
カ
を
周
遊
し
た
後
は
ミ
ラ
ノ
に
戻
り
、
兄
と
共
に
本
格

(
9
)
 

的
に
家
業
で
あ
る
不
動
産
投
資
を
引
き
継
い
だ
。

ン
ナ
と
ミ
ラ
ノ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
暮
ら
し
始
め
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
幼
い
頃
に

百
科
事
典
で
独
学
で
美
術
史
を
学
ん
だ
だ
け
で
あ
っ
た
パ
ン
ザ
は
、
ま
ず
は
ミ

ラ
ノ
に
あ
る
全
て
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
回
る
こ
と
か
ら
始
め
た
と
い
う
。

美
術
品
の
収
集
を
開
始
し
た
の
は
、

フ
ラ
ン

ス
の
批
評
家
ピ
エ
ー
ル
・
レ
ス
タ
ニ
ー
(
-
九
三
0
1
二
0
0
三
年
）
と
出
会
っ

（
一
九
0
1
1
一
九
八
五
年
）
や
ヴ
ォ

ル
ス
(
-
九
―
―
―
―
i
一
九
五
一
年
）
ら
当
時
既
に
前
衛
芸
術
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
た
ち
の
動
向
に
つ
い
て
知
り
、
ま
だ
若
手
だ
っ
た
ア
ン
ト

ニ
・
タ
ビ
エ
ス
(
-
九
二
三
＼
二

0
―
二
年
）
や
イ
ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
(
-
九
二
八
＼

(10) 

一
九
六
二
年
）
ら
の
作
品
を
購
入
し
た
。
ア
メ
リ
カ
美
術
に
関
心
を
持
っ
た
の

は
一
九
六

0
年
前
後
で
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
や
ド
ク
メ
ン
タ
な
ど

の
国
際
美
術
展
を
通
じ
て
「
抽
象
表
現
主
義
」
の
絵
画
を
実
見
し
た
こ
と
で
、

マ
ー
ク
・
ロ
ス
コ
(
-
九
0
-
―
―
ー
一
九
七
0
年
）
の
絵
画
の
収
集
に
も
乗
り
出
し

た
。
そ
の
頃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
知
り
合
っ
た
の
が
、
イ
タ
リ
ア
は
ト
リ
エ
ス
テ

出
身
の
画
商
、
レ
オ
・
キ
ャ
ス
テ
リ
(
-
九
0
七
＼
一
九
九
九
年
）
だ
っ
た
。
レ
オ
・

一
九
五

0
年
代
半
ば
に
妻
の
ジ
ョ
ヴ
ァ

大
学
で
法
律
の
学
位
を
取
得
し
た
。
父
が
亡
く
な
る
と
、

一
九
五
四
年
か
ら

キ
ャ
ス
テ
リ
は
後
に
ジ
ャ
ッ
ド
や
モ
リ
ス
の
作
品
を
パ
ン
ザ
に
先
述
し
た
契
約

書
と
共
に
取
り
引
き
し
た
人
物
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
画
商
で

あ
っ
た
こ
と
も
手
伝
い
、
パ
ン
ザ
と
親
し
く
付
き
合
っ
た
。
キ
ャ
ス
テ
リ
に
と

っ
て
も
パ
ン
ザ
は
大
口
の
顧
客
の
一
人
で
あ
り
、
パ
ン
ザ
に
つ
い
て
キ
ャ
ス
テ

リ
は
、
「
一
度
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
関
心
を
も
っ
た
と
な
る
と
、
伯
爵
は
作
品
を

『
ま
と
め
て
』
買
い
上
げ
る
」
と
述
べ
、
熱
意
に
溢
れ
た
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て

真
っ
先
に
パ
ン
ザ
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

「
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
」
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
ー
ン
を
席
巻
し
て
い
た
一
九

六

0
年
代
前
半
に
は
、

ロ
バ
ー
ト
・
ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
(
-
九
二
五
ー
ニ

0
0

八
年
）
や
ロ
イ
・
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
(
-
九
二
三
ー
一
九
九
七
年
）
ら
の
作
品

近
親
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
蒻
り
が
見
え
始
め
た
た
め
、
パ
ン
ザ
は
過
去
五
年
ほ
ど

で
購
入
し
た
ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
や
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
の
「
名
作
」
を
売
り

に
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
パ
ン
ザ
は
こ
の
と
き
に
手
放
し
た

作
品
を
他
の
コ
レ
ク
タ
ー
の
家
や
美
術
館
で
見
る
度
に
心
震
え
、
今
で
も
自
分

の
も
の
の
よ
う
に
感
じ
る
と
話
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
パ
ン
ザ
が
芸

術
の
収
集
に
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
有
し
て
お
り
、
同
時
に
、
購
入
し
た
作
品
に

一
九
六
五
年
前
後
の
経
済
的
な
危
機
に
よ
っ
て
、
パ
ン
ザ
は
暫
く
の
間
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
直
接
赴
い
て
新
し
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
探
す
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
い
た
。
そ
の
頃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ー
ト
界
で
顕
在
化
し
始
め
て
い
た
の

が
、
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
動
向
だ
っ
た
。
パ
ン
ザ
は
ミ
ラ
ノ
の

強
い
占
有
欲
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

を
購
入
し
た
が
、

一
九
六
四
年
に
な
る
と
、
イ
タ
リ
ア
経
済
の
停
滞
に
伴
っ
て
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す
る
。 次

に
、

一
九
九

0
年
前
後
に
起
こ
っ
た
パ
ン
ザ
と
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
作
家

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
展
覧
会
を
見
て
初
め
て
そ
の
動
向
の
存
在
を

知
り
、
さ
ら
に
キ
ャ
ス
テ
リ
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
モ
リ
ス
の
作
品
の
写
真
を
見

一
九
六
六
年
に
送
ら
れ
た
パ
ン
ザ
か
ら
モ
リ
ス
ヘ
の
手
紙
に
は
、
「
あ
な
た
の

作
品
の
ベ
ス
ト
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
揃
え
る
た
め
に
、
購
入
可
能
な
全
て
の
作

(H) 

品
の
写
真
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
知
り

合
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

l
_
2
.
 

モ
リ
ス
の
主
要
な
コ
レ
ク
タ
ー
に

な
る
こ
と
へ
の
気
概
が
見
受
け
ら
れ
る
。
六

0
年
代
後
半
に
財
政
的
な
安
定
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
パ
ン
ザ
は
、
既
に
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
始
め
て
い
た
「
ポ

ッ
プ
・
ア
ー
ト
」
の
作
品
の
購
入
を
諦
め
、
当
時
ま
だ
非
常
に
安
価
で
あ
っ
た

「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
築
こ
う
と
決
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド
の
視
点
か
ら
見
た
衝
突
の
経
緯

た
ち
が
抱
え
た
問
題
を
、
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド
を
中
心
に
概
観
す
る
。
ジ
ャ

ッ
ド
を
考
察
の
対
象
と
し
た
の
は
、
パ
ン
ザ
の
作
品
「
偽
造
」
を
め
ぐ
る
問
題

の
当
事
者
の
う
ち
、
た
だ
一
人
詳
細
な
抗
議
文
を
公
に
し
た
作
家
で
あ
り
、

モ

リ
ス
が
表
明
し
た
態
度
と
好
対
照
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
出
来
事
の
経

緯
は
主
に
ジ
ャ
ッ
ド
の
証
言
を
基
礎
に
記
述
す
る
が
、
客
観
性
を
保
つ
た
め
、

本
件
に
つ
い
て
報
じ
た
雑
誌
記
事
と
パ
ン
ザ
ヘ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
随
時
参
照

ジ
ャ
ッ
ド
と
パ
ン
ザ
の
軋
礫
が
公
と
な
っ
た
の
は
冒
頭
に
挙
げ
た
一
九
九
〇

て
気
に
入
っ
た
た
め
、

一
九
六
六
年
に
両
者
の
作
品
を
い
く
つ
か
購
入
し
た
。

な
売
買
方
法
は
、

一
九
七
三
年
に
キ
ャ
ス
テ
リ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
た
ジ

年
の
『
ア
ー
ト
・
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
』
誌
の
声
明
文
だ
が
、
実
際
に
は
一
九
七

0
年
代
か
ら
両
者
は
論
争
の
火
種
を
抱
え
て
い
た
。
パ
ン
ザ
が
、
キ
ャ
ス
テ
リ
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
通
じ
て
ジ
ャ
ッ
ド
の
作
品
を
収
集
し
始
め
た
の
は
一
九
七

0
年

頃
か
ら
で
、
当
初
は
ジ
ャ
ッ
ド
が
信
用
を
置
く
国
内
の
工
場
で
制
作
し
た
彫
刻

を
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
イ
タ
リ
ア
に
輸
送
す
る
と
い
う
方
法
で
購
入
し
た
。
し
か

し
そ
の
数
年
後
に
は
、
将
来
的
に
イ
タ
リ
ア
で
制
作
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、

ジ
ャ
ッ
ド
の
作
品
は
設
計
図
の
形
式
で
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う

ャ
ッ
ド
の
個
展
の
出
品
作
を
パ
ン
ザ
が
一
挙
に
購
入
し
よ
う
と
し
た
際
、
そ
れ

ら
が
既
に
展
覧
会
終
了
後
解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い

(15) 
る
。
結
果
と
し
て
、

一
九
七
六
年
ま
で
に
購
入
さ
れ
た
二
十
七
の
作
品
の
う
ち
、

(16) 

多
く
が
紙
面
上
に
し
か
存
在
し
な
い
プ
ラ
ン
と
し
て
パ
ン
ザ
の
手
に
渡
っ
た
。

一
九
七
五
年
に
交
わ
さ
れ
た
契
約
書
に
は
、
当
該
作
品
は
同
時
に
複
数
存
在
す

る
こ
と
も
作
家
が
新
た
に
制
作
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
が
、
展
覧
会
に
際
し

て
必
要
の
あ
っ
た
場
合
は
現
地
で
再
制
作
す
る
権
利
、
ま
た
作
品
を
輸
送
す
る

の
が
費
用
等
の
面
で
難
し
い
場
合
は
元
の
作
品
を
破
壊
し
て
や
は
り
現
地
で
再

(17) 

制
作
す
る
権
利
、
こ
れ
ら
を
パ
ン
ザ
に
与
え
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。
ジ
ャ
ッ

ド
は
こ
の
と
き
、
紙
面
で
取
引
さ
れ
た
作
品
全
て
が
パ
ン
ザ
の
邸
宅
で
恒
久
的

に
展
示
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
同
契
約
書
に
そ
の
こ
と
を
保
証
す
る
文
言

は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
ジ
ャ
ッ
ド
は
ア
ー
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る

(18) 

忌
避
感
か
ら
作
品
の
取
引
を
ほ
と
ん
ど
キ
ャ
ス
テ
リ
に
任
せ
て
い
た
た
め
、
こ

の
時
点
で
は
契
約
内
容
を
さ
ほ
ど
気
に
留
め
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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挿図 2 ドナルド・ジャッド《Untitled(Galvanized Iron Wall)》

の展示風景、 1977年、ヴィッラ・パンザ、ヴァレーゼ

リ
ア
の
パ
ン
ザ
邸
で
完
成
し
た
「
亜
鉛
メ
ッ
キ
鉄
の
壁
」
と
呼
ば
れ
る
《
U
n
t
i
,
 

{19-

t
l
e
d
 
(
G
a
l
v
a
n
i
z
e
d
 I
r
o
n
 
W
a
l
l
)
》
（
一
九
七
一
年
）
（
挿
図
2
)
を
目
に
し
た
と
き

で
あ
っ
た
。
同
作
は
当
初
一
九
七

0
年
に
キ
ャ
ス
テ
リ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示

し
た
作
品
（
挿
図
3
)
で
、
そ
の
後
作
家
が
所
蔵
し
て
い
た
ニ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク

を
複
製
す
る
権
利
を
パ
ン
ザ
が
購
入
し
、
邸
宅
内
の
一
室
に
展
示
す
る
た
め
に

イ
タ
リ
ア
で
作
ら
せ
た
も
の
だ
っ
た
。
ジ
ャ
ッ
ド
の
言
に
よ
る
と
、
同
作
の
制

作
に
つ
い
て
作
家
と
コ
レ
ク
タ
ー
の
間
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ほ
と
ん
ど

ジ
ャ
ッ
ド
が
パ
ン
ザ
に
疑
念
を
抱
き
始
め
た
の
は
、

一
九
七
六
年
に
北
イ
タ

挿図 3 ドナルド・ジャッド《Untitled(Galvanized Iron Wall)》の展示風景、 1970年、

ギャラリー、ニューヨーク

レオ・キャステリ・
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一
九
八
九
年
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
エ
ー
ス
・
ギ
ャ
ラ

1
_
3
オ
プ
ジ
ェ
ク
ト
か
、

ア
イ
デ
ィ
ア
か

パ
ン
ザ
は
作
家
へ
の
相
談
な
し
に
再
制
作
を
行
う
こ
と
が
あ
り
、

な
く
、
そ
の
た
め
か
、
作
品
の
表
面
の
仕
上
げ
は
初
め
に
作
ら
れ
た
も
の
と
は

異
な
り
、
両
端
の
パ
ネ
ル
の
サ
イ
ズ
も
部
屋
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
変
え
ら
れ

(20) 

て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
四
年
後
に
ヴ
ィ
ッ
ラ
・
パ
ン
ザ
を
訪
れ
た
際
は
、
同

行
し
た
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
展
示
さ
れ
て
い
る
自
作
の
改
変
を
求
め
る
手
紙
を
そ

の
後
パ
ン
ザ
宛
に
送
付
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
素
材
や
展
示
方
法
に
関
す

る
変
更
の
要
請
に
加
え
、
設
計
図
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
作
品
が
完
成
す
る

前
に
必
ず
作
家
本
人
に
最
終
確
認
を
仰
ぐ
よ
う
念
を
押
し
て
い
る
。
こ
の
頃
ジ

ャ
ッ
ド
が
抱
い
て
い
た
不
満
は
、
パ
ン
ザ
が
邸
宅
に
展
示
す
る
作
品
を
彼
に
こ

れ
と
い
っ
た
相
談
無
く
制
作
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
ジ
ャ
ッ

ド
が
重
要
視
し
て
い
た
使
用
さ
れ
る
素
材
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
や
作
品
と
展
示
空

一
九
八

0
年
代
に
な
る
と
、
パ
ン
ザ
は
遠
方
の
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
貸
し
出
す
こ
と
が
多
く
な
り
、
作
品
を
輸
送
す
る
の
で
は
な
く
、

現
地
付
近
の
工
場
で
作
品
を
制
作
さ
せ
て
展
示
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
際
、

こ
よ
、
＇ 

一
九
八
八
年

マ
ド
リ
ー
ド
の
ソ
フ
ィ
ア
王
妃
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
の
展
覧
会
に
フ
レ
イ

ヴ
ィ
ン
の
蛍
光
灯
を
用
い
た
作
品
を
や
は
り
独
断
で
再
制
作
し
て
出
品
し
た
こ

と
で
、
パ
ン
ザ
は
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
か
ら
全
て
撤
去
し
破
壊
す
る
よ
う
に
通
達
を

受
け
て
い
る
。
そ
し
て
、

リ
ー
で
展
示
さ
れ
て
い
た
ジ
ャ
ッ
ド
と
ア
ン
ド
レ
の
作
品
が
作
家
の
許
諾
を
得

る
こ
と
な
く
再
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
ジ
ャ
ッ
ド
の
怒
り
は
堰
を
切
っ
て

噴
出
し
た
。
ジ
ャ
ッ
ド
は
『
ア
ー
ト
・
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
』
に
前
述
し
た
声
明

文
で
パ
ン
ザ
を
告
発
し
、

ア
ン
ド
レ
も
ま
た
、
同
誌
に
こ
の
と
き
展
示
さ
れ
て

い
た
《
Falll
》
（
一
九
六
八
年
）
を
「
気
味
の
悪
い
偽
造
品
だ
」
と
し
て
暗
に
パ

ン
ザ
を
批
判
し
た
。
そ
し
て
、

ト
」
や
「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
」
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
グ
ッ
ゲ
ン
ハ

イ
ム
美
術
館
に
売
却
す
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、
ジ
ャ
ッ
ド
は
更
な
る
パ
ン
ザ
ヘ

の
不
満
や
怒
り
を
述
べ
た
記
事
「
パ
ン
ザ
の
た
め
の
部
屋
」
を
、
『
ク
ン
ス
ト
・

(23) 

イ
ン
テ
ル
ン
」
誌
に
四
度
に
渡
っ
て
投
稿
し
た
。
美
術
館
へ
の
作
品
売
却
は
、

国
外
財
産
に
関
し
て
イ
タ
リ
ア
で
新
た
な
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
パ
ン

ザ
が
ス
イ
ス
の
保
管
庫
に
所
蔵
し
て
い
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
国
外
で
売
ら
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
た
め
だ
っ
た
。
し
か
し
、
作
品
が
ヴ
ァ
レ
ー
ゼ
の
邸
宅
に
恒

い
作
品
が
ス
イ
ス
の
所
蔵
庫
に
多
く
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
と
、
美
術

館
に
所
蔵
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
初
め
て
制
作
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
作
品
が
多

く
あ
っ
た
こ
と
も
相
侯
っ
て
、
パ
ン
ザ
の
芸
術
収
集
の
目
的
が
投
資
で
あ
っ
た

（以）

の
で
は
な
い
か
と
強
く
非
難
し
た
。
パ
ン
ザ
は
騒
動
後
に
記
者
の
取
材
に
対
し

て
、
自
分
に
は
契
約
上
そ
の
作
品
を
い
つ
ど
こ
で
で
も
制
作
で
き
る
権
利
が
あ

り
、
ま
た
、
ジ
ャ
ッ
ド
が
指
定
し
た
材
料
と
職
人
に
は
多
額
の
費
用
が
掛
か
る

た
め
、
自
ら
が
手
配
し
た
よ
り
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
工
場
に
作
品
制
作
を
依

(25) 

頼
し
た
と
述
べ
た
。

こ
こ
ま
で
ジ
ャ
ッ
ド
を
は
じ
め
と
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
作
家
た
ち
と
パ
ン
ザ

間
と
の
調
和
が
看
過
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

久
展
示
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
ジ
ャ
ッ
ド
は
、

一
度
も
展
示
さ
れ
て
い
な

一
九
九

0
年
に
パ
ン
ザ
が
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
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一
九
七
二
年
一
月
に
レ
オ
・
キ
ャ
ス

{26} 

テ
リ
に
失
望
と
怒
り
の
こ
も
っ
た
事
実
確
認
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
一
週
間
後
に
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
コ
ス
ー
ス
(
-
九
四
五
年
＼
）
の
作
品
に
関

し
て
、
所
有
権
の
譲
渡
と
作
品
を
複
数
制
作
し
な
い
こ
と
を
明
文
化
し
た
保
証

(27) 

書
の
作
成
を
求
め
て
い
る
。
本
来
、
ナ
ウ
マ
ン
や
コ
ス
ー
ス
ら
に
よ
る
「
コ
ン

セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
は
、
芸
術
か
ら
ア
ウ
ラ
を
抜

き
取
っ
た
マ
ル
チ
。
フ
ル
な
も
の
で
あ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
と
き
パ
ン

れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
パ
ン
ザ
は
、

ー
と
の
間
に
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
の
い
き
さ
つ
を
、
主
に
作
家
の
視
点
か
ら
記
述
し
て

レ
ク
タ
ー
に
移
れ
ば
、
プ
ラ
ン
と
し
て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
も
共
に
引
き
渡
さ
れ
、

次
に
再
制
作
さ
れ
る
作
品
に
つ
い
て
も
作
家
と
同
等
の
決
定
権
を
獲
得
す
る
と

考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
が
示
し
て
い
る
の
は
、
パ
ン
ザ
が
芸

術
家
に
対
し
て
不
遜
で
あ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
の

も
つ
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
性
質
と
観
念
性
に
つ
い
て
、
作
家
と
コ
レ
ク
タ

パ
ン
ザ
の
行
動
は
同
じ
作
品
が
複
数
地
に
同
時
に
存
在
す
る
状
況
を
作
り
出

し
た
が
、
そ
も
そ
も
パ
ン
ザ
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
作
家
た
ち
と
契
約
を
結
ん
だ
の

は
、
作
品
の
唯
一
性
と
正
統
性
を
保
証
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
契
約
へ
の
動
機

が
生
じ
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
パ
ン
ザ
が
キ
ャ
ス
テ
リ
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
か
ら
購
入
し
た
い
つ
く
か
の
作
品
に
複
数
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
存
在
し
、
そ
れ

が
市
場
に
出
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
購
入
し
た
ブ
ル
ー

ス
・
ナ
ウ
マ
ン
(
-
九
四
一
年
＼
）
に
よ
る
作
品
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
販
売
さ

き
た
。
出
来
事
の
経
緯
を
鑑
み
る
と
、
パ
ン
ザ
は
、

一
度
作
品
の
所
有
権
が
コ

挿図 4 ジョセフ・コスース《TheEighth Investigation, Proposition Three》の展示風景、 1971年、

キャステリ・ギャラリー、ニューヨーク

レオ・
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ザ
が
購
入
し
た
と
見
ら
れ
る
コ
ス
ー
ス
の
《
T
h
e
E
i
g
h
t
h
 I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
i
o
n
,
 

P
r
o
p
o
s
i
t
i
o
n
 T
h
r
e
e
》
（
一
九
七
一
年
）
も
「
八
つ
め
の
調
査
」
シ
リ
ー
ズ
の
一

つ
で
あ
り
、

コ
ス
ー
ス
は
前
年
十
月
に
キ
ャ
ス
テ
リ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
さ

れ
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
挿
図
4
)
を
「
再
構
成
」
す
る
権
利
を
パ
ン
ザ
に
書
面
に

(28) 

て
譲
渡
し
て
い
た
。
し
か
し
、
「
八
つ
の
め
の
調
査
」
シ
リ
ー
ズ
は
全
て
同
じ

物
品
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
他
の
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
さ
れ
た
も
の

と
外
観
上
は
区
別
の
つ
か
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
バ
ン
ザ
に
混
乱
を

も
た
ら
し
た
と
推
測
で
き
る
。

コ
ス
ー
ス
は
自
ら
パ
ン
ザ
に
書
状
を
送
り
、
本

来
「
調
査
」
シ
リ
ー
ズ
は
購
入
不
可
能
な
作
品
と
し
て
制
作
し
て
お
り
、
パ
ン

ザ
に
《
T
h
e
E
i
g
h
t
h
 Investigation, 
P
r
o
p
o
s
i
t
o
i
n
 
T
h
r
e
e
》
を
再
構
成
す

る
権
限
を
与
え
た
の
は
、
他
の
「
八
つ
め
の
調
査
」
シ
リ
ー
ズ
を
「
支
援
」
し

て
く
れ
た
か
ら
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
当
時
コ
ス
ー
ス
の
作
品
を
支
援
す
る
コ

レ
ク
タ
ー
は
数
少
な
く
、
「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
」
の
売
買
を
め
ぐ

る
倫
理
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
セ
ス
・
シ
ェ
ー
ジ
ュ
ラ
ブ
（
一

(30) 

九
四
一
ー
ニ
0
一
三
年
）
ら
が
議
論
を
始
め
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

同
様
に
、
同
年
九
月
に
パ
ン
ザ
か
ら
送
ら
れ
た
キ
ャ
ス
テ
リ
宛
て
の
手
紙
で

は
、
ジ
ャ
ッ
ド
の
作
品
に
つ
い
て
、
所
有
者
を
明
確
化
す
る
書
類
を
作
成
す
る

こ
と
、
異
な
る
サ
イ
ズ
や
素
材
を
用
い
た
も
の
で
あ
っ
て
も
複
製
し
な
い
こ
と

を
要
求
し
て
い
る
。
そ
の
翌
年
も
、
パ
ン
ザ
は
ナ
ウ
マ
ン
と
ジ
ャ
ッ
ド
の
作
品

に
つ
い
て
は
同
定
で
き
る
書
類
の
作
成
を
引
き
続
き
求
め
、
幾
度
と
な
く
作
品

の
唯
一
性
を
保
証
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
他
の
「
ミ
ニ
マ
ル
・

ア
ー
ト
」
の
作
品
の
例
に
漏
れ
ず
、
ジ
ャ
ッ
ド
の
作
品
は
工
場
へ
の
発
注
に
よ

っ
て
制
作
さ
れ
て
い
た
た
め
、
プ
ラ
ン
を
も
と
に
複
製
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
。
こ
の
点
を
鑑
み
れ
ば
、
ナ
ウ
マ
ン
や
コ
ス
ー
ス
の
場
合
と
同
じ
く
、
パ

ン
ザ
は
、
ジ
ャ
ッ
ド
の
作
品
が
知
ら
ぬ
間
に
複
製
さ
れ
て
市
場
に
流
出
す
る
こ

と
を
法
的
に
防
ぐ
必
要
を
感
じ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
作
品

に
対
す
る
パ
ン
ザ
の
強
い
独
占
欲
と
、
契
約
と
い
う
法
的
手
段
へ
の
厚
い
信
頼

を
伺
わ
せ
る
。

品
の
証
明
書
に
は
、
先
述
し
た
通
り
、
作
品
を
制
作
す
る
権
利
の
譲
渡
に
加
え
、

展
覧
会
を
目
的
と
し
た
複
製
の
制
作
や
輸
送
費
を
省
く
た
め
の
再
制
作
ま
で
を

も
認
可
す
る
文
言
が
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
契
約
書
に
作
品
の
唯
一
性
を
担

保
す
る
機
能
だ
け
で
な
く
、
作
品
を
所
有
者
が
何
度
で
も
再
制
作
可
能
と
す
る

内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
作
家
と
の
交
流
の
中
で
紡
い
だ
パ
ン
ザ

独
特
の
信
念
が
あ
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
以
下
に
、
そ
の
思
想
が
顕
著
に
表
れ
て

い
る
パ
ン
ザ
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
こ
れ
は
、
パ
ン
ザ
が
二

0
0
七
年
に
出
版

し
た
自
叙
伝
の
中
で
、
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
に
つ
い
て
回
顧
的
に
書
い
た

文
章
で
あ
る
。

ジ
ャ
ッ
ド
や
ア
ン
ド
レ
に
と
っ
て
、
当
初
は
ア
イ
デ
ィ
ア
を
行
使
す
る
た

め
に
使
わ
れ
た
鉄
の
作
品
は
、
作
品
の
正
当
性
の
た
め
の
弁
明
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
だ
が
実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
エ
房
で
労
働
者
た
ち
が
制
作

し
た
単
な
る
鉄
の
一
片
で
し
か
な
い
。

え
ば
、
板
金
の
裁
断
に
間
違
い
が
な
い
か
を
確
か
め
る
こ
と
だ
が
、
間
違

そ
し
て
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
す
る
こ
と
と
言

一
九
七

0
年
代
半
ば
に
パ
ン
ザ
が
プ
ラ
ン
の
形
式
で
購
入
し
た
作
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い
な
ど
ほ
と
ん
ど
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
。
機
械
は
一
ミ
リ
の
数
十
分
の
一

ま
で
の
精
度
を
持
っ
て
い
る
。

ア
ー
テ
イ
ス
ト
た
ち
は
昔
な
が
ら
の
コ
レ

ク
タ
ー
た
ち
に
、
何
ら
か
の
物
体
で
は
な
く
プ
ラ
ン
を
売
る
こ
と
で
、

し‘

ざ
こ
ざ
が
生
じ
る
こ
と
を
恐
れ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
単
に
経
済
的
な

理
由
で
、

ア
イ
デ
ィ
ア
の
領
域
に
し
か
存
在
し
な
い
あ
る
種
の
芸
術
が
も

ジ
ェ
ク
ト
に
重
点
を
置
く
と
い
う
こ
の
よ
う
な
見
苦
し
い
現
実
が
消
え
去

り
、
新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
真
理
と
美
と
い
う
原
点
に
立
ち
戻
ら
ん
こ
と

を
願
う
ば
か
り
だ
。
他
に
も
理
由
は
あ
る
の
だ
が
、

だ
。
ま
た
プ
ラ
ン
は
、

る
が
、

ン
ド
レ
の
彫
刻
は
、

ザ
は
考
え
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
故
、

コ
レ
ク
タ
ー
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
購
入
す
る
利
点
は
、
簡
単
に
盗
ま
れ
た
り
偽
造
さ
れ
得
る
、

重
く
て
嵩
張
る
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
買
う
よ
り
も
都
合
が
良
い
と
い
う
こ
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
所
有
者
の
義
務
を
明
確
に
記
し

(32) 

た
契
約
を
伴
っ
た
と
き
、
作
品
を
不
朽
か
つ
永
遠
の
も
の
に
す
る
の
だ
。

パ
ン
ザ
に
と
っ
て
、
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
に
お
け
る
ア
イ
デ
ィ
ア
、
ま

た
は
そ
の
見
取
り
図
と
な
る
プ
ラ
ン
は
実
現
さ
れ
た
作
品
よ
り
も
上
位
に
あ
り
、

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
そ
の
も
の
は
「
単
な
る
鉄
の
一
片
で
し
か
な
い
」
の
だ
。
さ
ら

に
、
芸
術
の
純
粋
性
は
作
品
が
ア
イ
デ
ィ
ア
の
領
域
に
留
ま
る
こ
と
で
保
た
れ

ひ
と
た
び
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
こ
と
で
失
わ
れ
る
。
ジ
ャ
ッ
ド
や
ア

ア
イ
デ
ィ
ア
を
現
前
化
さ
せ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
パ
ン

ア
イ
デ
ィ
ア
さ
え
あ
れ
ば
、
作
品
は
作
家

の
管
理
下
に
な
く
と
も
十
全
に
制
作
さ
れ
得
る
し
、
所
有
者
が
永
遠
に
複
製
し

つ
理
想
的
な
純
粋
さ
を
諦
め
て
し
ま
っ
た
。
プ
ラ
ン
で
は
な
く
再
び
オ
ブ

ュ
ラ
プ
の
同
意
書
こ
そ
用
い
な
か
っ
た
も
の
の
、

一
九
七
四
年
頃
か
ら
は
自
ら

の
思
想
を
彼
ら
に
も
当
て
嵌
め
て
理
解
し
て
い
た
の
だ
。

続
け
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
実
際
、
パ
ン
ザ
は
エ
ー
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お

け
る
作
品
「
偽
造
」
問
題
が
発
覚
し
た
と
き
も
、
書
面
で
ジ
ャ
ッ
ド
に
「
良
い

芸
術
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
よ
り
も
長
生
き
す
る
」
の
だ
か
ら
、
将
来
誰
も
が
展
示

る

33}

を
行
え
る
よ
う
に
よ
り
詳
し
い
指
示
書
を
制
作
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
パ
ン

ザ
の
こ
の
よ
う
な
考
え
は
明
ら
か
に
、
芸
術
の
物
質
性
よ
り
も
観
念
性
に
重
き

あ
る
。
パ
ン
ザ
は
ジ
ャ
ッ
ド
や
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
ら
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア

ー
ト
」
の
作
家
た
ち
が
、

工
場
へ
の
発
注
と
い
う
非
個
人
的
な
方
法
を
採
用
し

て
い
た
こ
と
や
、
既
製
品
や
工
業
生
産
さ
れ
た
素
材
で
作
品
を
構
成
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
延
長
線
上
に
存
在
し
て
い
た
「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
」

ま
た
、
パ
ン
ザ
が
ジ
ャ
ッ
ド
と
の
契
約
に
お
い
て
採
用
し
た
、
作
品
購
入
時

に
プ
ラ
ン
と
共
に
そ
れ
を
再
制
作
さ
せ
る
権
利
を
与
え
る
方
式
は
、
ま
さ
に
一

九
七

0
年
初
頭
か
ら
「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
」
の
取
引
で
用
い
ら
れ

つ
つ
あ
っ
た
そ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
方
法
を
推
進
し
て
い
た
デ
ィ
ー
ラ

ー
の
一
人
が
、
前
に
も
触
れ
た
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
シ
エ
ー
ジ
ュ
ラ
プ
で
あ
る
。
シ

エ
ー
ジ
ュ
ラ
プ
は
芸
術
作
品
の
観
念
的
側
面
を
重
視
す
る
作
家
た
ち
の
オ
ー
サ

ー
シ
ッ
プ
を
保
障
し
、
作
品
が
容
易
に
小
売
り
さ
れ
な
い
よ
う
、
作
品
売
買
の

際
の
同
意
書
を
弁
護
士
と
共
に
作
成
し
、
美
術
雑
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
で
作
家

た
ち
と
権
利
意
識
を
共
有
し
よ
う
と
試
み
た
。
コ
ス
ー
ス
の
場
合
、
シ
エ
ー
ジ

ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
作
成
し
、
そ
れ
を
プ
ラ
ン
と
共
に
パ
ン
ザ
に
送
付
す
る
こ

を
置
く
、

一
般
的
な
「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
」
の
理
念
そ
の
も
の
で
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(35} 

と
で
、
作
品
を
再
制
作
す
る
権
利
を
譲
渡
し
て
い
た
。
作
品
の
唯
一
性
を
め
ぐ

る
キ
ャ
ス
テ
リ
と
の
議
論
の
中
で
、
パ
ン
ザ
も
シ
ェ
ー
ジ
ュ
ラ
プ
の
同
意
書
に

触
れ
て
い
る
が
、
「
作
家
の
利
益
の
み
の
た
め
に
作
成
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、
「
全

て
の
所
有
権
が
明
白
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
受
け
渡
さ
れ
る
」
別
の
ス
テ
ー
ト
メ

ン
ト
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
パ
ン
ザ
の
言
葉
に
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
ジ
ャ
ッ
ド
と
の
契
約
に
再
制
作
の
項
目
が
取
り
入
れ
ら
れ
た

の
は
、
パ
ン
ザ
が
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
に
お
い
て
も
ア
イ
デ
ィ
ア
が
至
上

で
あ
り
、

ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
プ
ラ
ン
さ
え
あ
れ
ば
容
易
に
複
製
で
き
る
と

考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
当
初
パ
ン
ザ
が
作
品
の
唯
一
性
を
希
求
し
た
の
は
、

作
品
が
別
の
コ
レ
ク
タ
ー
や
作
家
本
人
に
複
製
さ
れ
る
こ
と
で
作
品
の
市
場
価

値
が
減
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
最
終
的
に
は
、

再
制
作
を
含
む
作
品
に
帰
属
す
る
「
全
て
の
所
有
権
」
を
手
中
に
収
め
よ
う
と

し
た
た
め
、
自
ら
作
品
が
同
時
に
複
数
存
在
す
る
可
能
性
を
生
み
出
し
た
。

一
方
ジ
ャ
ッ
ド
は
、
自
作
の
取
引
は
伝
統
的
な
絵
画
の
売
買
方
法
に
近
い
と

考
え
て
い
た
。

つ
ま
り
、
作
品
そ
の
も
の
と
金
と
の
単
純
な
交
換
で
あ
る
。
ジ

ャ
ッ
ド
に
と
っ
て
は
、

ア
メ
リ
カ
の
工
場
で
行
わ
れ
る
べ
き
作
品
制
作
が
、

ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
工
場
に
場
を
移
し
た
だ
け
で
、
パ
ン
ザ
の
手
元
に
渡
る
と
き
に
は

オ
プ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
完
成
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、

元
の
作
品
が
破
壊
さ
れ
た
こ
と
で
コ
レ
ク
タ
ー
は
プ
ラ
ン
を
手
に
入
れ
、
そ
の

と
き
譲
渡
さ
れ
た
所
有
権
に
は
ょ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
を
制
作
す
る
権
利
が
ジ
ャ
ッ

ド
の
知
ら
ぬ
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
た
の
だ
。
ジ
ャ
ッ
ド
は
プ
ラ
ン
を
単
な
る
ス

ケ
ッ
チ
と
し
か
考
え
て
お
ら
ず
、
「
最
終
的
な
決
定
を
自
身
で
下
す
た
め
」
、
意

好
的
な
関
係
を
保
て
た
の
か
を
探
る
。

2
_
1
 「
い
つ
で
も
再
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
合
板
作
品

2
 
コ
レ
ク
タ
ー
と
作
家
の
協
調
|
ー
＇
パ
ン
ザ
と
モ
リ
ス

た
た
め
、
彼
ら
の
衝
突
は
あ
る
時
期
か
ら
不
可
避
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

過
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ジ
ャ
ッ
ド
、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
、
そ
し
て
ア
ン
ド
レ
は
、

一笞

図
的
に
「
詳
細
を
記
述
し
な
い
」
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
翻
っ
て
、
所
与
の

プ
ラ
ン
に
則
っ
て
さ
え
い
れ
ば
作
者
不
在
で
も
作
品
は
完
璧
に
実
現
し
得
る
と

考
え
て
い
た
パ
ン
ザ
は
、
ジ
ャ
ッ
ド
の
再
三
の
作
品
修
正
に
か
か
る
要
求
を
看

工
場
生
産
や
既
製
品
に
よ
っ
て
作
品
か
ら
作
者
性
を
拭
い
去
ろ
う
と
し
な
が
ら

も
、
完
成
す
る
オ
プ
ジ
ェ
ク
ト
を
常
に
ア
イ
デ
ィ
ア
よ
り
も
優
位
に
置
い
て
い

コ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
再
制
作
行
為
は
、
ジ
ャ
ッ
ド
の
よ
う

に
オ
プ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
芸
術
を
重
視
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
は
作

者
性
の
蹂
躙
と
略
奪
に
な
り
得
た
。
そ
の
一
方
で
、
ジ
ャ
ッ
ド
と
同
様
の
契
約

を
パ
ン
ザ
と
結
び
な
が
ら
、
パ
ン
ザ
と
協
調
関
係
を
保
っ
て
い
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ゞ
ヽ

ト
カ

ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ス
だ
っ
た
。
ジ
ャ
ッ
ド
と
パ
ン
ザ
の
不
和
が
明
ら
か

に
な
っ
た
際
、
こ
の
騒
動
に
つ
い
て
報
じ
る
記
者
た
ち
も
、
彼
の
態
度
が
他
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
作
家
た
ち
と
明
ら
か
に
違
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

本
節
で
は
、

ま
ず
、

モ
リ
ス
が
特
定
の
作
品
の
性
質
を
コ
レ
ク
タ
ー
と
の
関
係
に
お
い

て
性
格
づ
け
て
い
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
な
が
ら
、
作
家
が
な
ぜ
パ
ン
ザ
と
友

モ
リ
ス
が
パ
ン
ザ
と
敵
対
し
な
か
っ
た
大
き
な
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
、
彼
が
特
定
の
彫
刻
に
関
し
て
、
も
と
も
と
決
ま
っ
た
素
材
と
サ
イ
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合
板
作
品
は
、

認
し
て
い
こ
う
。

ズ
を
設
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
作
品
の
う
ち
、
本
節

で
分
析
対
象
に
し
た
い
の
は
、

名
た
ら
し
め
た
。

も
あ
る
。
そ
の
た
め
、

こ
と
と
す
る
。

一
九
六

0
年
の
ダ
ン
ス
作
品
の
た
め
に
モ
リ
ス
が
作
っ
た
灰

モ
リ
ス
が
一
九
六

0
年
代
か
ら
制
作
し
て
い
る

い
わ
ゆ
る
「
ミ
ニ
マ
ル
」
な
彫
刻
群
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
幾
何
学
的
形
態
か
そ

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
、
合
板
に
灰
色
の
油
絵
具
で
着
彩
さ
れ
た
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
ス
ケ
ー
ル
の
彫
刻
で
あ
り
、
六

0
年
代
半
ば
に
動
向
と
し
て
の
「
ミ
ニ
マ

ル
・
ア
ー
ト
」
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、

モ
リ
ス
を
一
躍
有

モ
リ
ス
は
当
該
作
品
群
に
つ
い
て
「
合
板
作
品

(
p
l
y
w
o
o
d

pieces)
」
や
、
括
弧
つ
き
の
「
ミ
ニ
マ
ル
な
作
品

(
M
i
n
i
m
a
l
pieces)
」
、
ま
た

書
簡
に
お
い
て
は
「
大
き
め
の
作
品

(larger
w
o
r
k
s
/
o
b
j
e
c
t
s
)
」
と
呼
ぶ
こ
と

モ
リ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
指
す
作
品
の
範
囲
は
曖

昧
だ
が
、
合
板
製
の
「
ミ
ニ
マ
ル
」
な
外
観
の
彫
刻
を
他
の
様
式
の
作
品
と
区

別
し
て
語
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
九
六

0
年
代
に
合

板
を
用
い
て
制
作
さ
れ
た
灰
色
の
彫
刻
の
み
を
総
称
し
て
、
合
板
作
品
と
呼
ぶ

こ
こ
で
分
析
対
象
を
幾
何
学
的
形
態
を
用
い
た
合
板
製
の
彫
刻
に
絞
っ
た
の

は
、
モ
リ
ス
が
同
作
品
群
を
一
九
六

0
年
代
以
降
断
続
的
に
別
の
素
材
で
再
制

作
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
な
る

が
、
こ
の
よ
う
な
再
制
作
は
、
は
じ
め
コ
レ
ク
タ
ー
の
た
め
に
行
わ
れ
た
可
能

性
が
極
め
て
高
い
か
ら
だ
。
ま
ず
は
合
板
作
品
の
簡
単
な
制
作
経
緯
と
、

モ
リ

ス
が
こ
れ
ら
の
作
品
群
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
確

て
モ
リ
ス
は
、

―
つ
に
は
六

0
年
代
初
頭
は
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ス
ミ
ス
(
-
九

係
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

て
い
る
。

色
の
直
方
体
を
、
翌
年
独
立
し
た
彫
刻
作
品
と
し
て
作
り
直
し
た
《
C
o
l
u
m
n》

（
一
九
六
一
年
）
を
慮
矢
と
す
る
初
期
の
大
型
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
当

時
モ
リ
ス
の
関
心
事
で
あ
っ
た
「
空
間
的
な
オ
プ
ジ
ェ
ク
ト
」
ま
た
は
「
リ
テ

る

39)

ラ
ル
な
空
間
」
を
追
究
し
た
結
果
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
モ
リ
ス
が
「
リ
テ

ラ
ル
」
と
い
う
語
を
用
い
る
と
き
意
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、
間
違
い
な
く
、

ク

レ
メ
ン
ト
・
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
(
-
九
0
九
ー
一
九
九
四
年
）
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
理

論
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
流
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
史
観
に
お
い
て
、
絵
画
に
お

け
る
空
間
は
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
に
過
ぎ
ず
、
漸
進
的
に
取
り
除
か
れ
て
い
く
べ

き
要
素
で
あ
る
。
モ
リ
ス
の
言
う
「
リ
テ
ラ
ル
」
な
空
間
は
、
人
間
が
オ
プ
ジ

ェ
ク
ト
と
共
有
し
て
い
る
実
際
の
空
間
で
あ
り
、
絵
画
表
面
に
現
れ
る
「
リ
テ

ラ
ル
」
で
な
い
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
空
間
と
の
対
比
で
用
い
ら
れ

一
九
六

0
年
代
半
ば
か
ら
執
筆
し
始
め
た
彫
刻
論
の
中
で
モ
リ
ス
は
、

現
実
の
空
間
に
お
い
て
単
純
な
形
態
の
オ
プ
ジ
ェ
ク
ト
が
観
者
に
ど
の
よ
う
に

(40) 

知
覚
さ
れ
る
か
を
論
じ
て
お
り
、
モ
リ
ス
に
と
っ
て
合
板
作
品
は
空
間
と
の
関

彫
刻
を
制
作
す
る
上
で
、
合
板
と
い
う
安
価
な
素
材
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い

0
六
ー
一
九
六
五
年
）
ら
の
ス
チ
ー
ル
を
使
っ
た
彫
刻
が
主
流
だ
っ
た
た
め
、
そ

れ
と
差
異
化
を
図
ろ
う
と
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
だ
が
も
う
―
つ
の
重
要

な
理
由
を
、
「
金
が
全
く
無
か
っ
た
し
、
合
板
が
都
合
が
良
か
っ
た
。
サ
イ
ズ

を
簡
単
に
調
整
で
き
る
し
、
安
上
が
り
だ
っ
た
か
ら
、
合
板
が
自
分
に
は
合
っ

(41) 

て
い
た
」
と
話
し
て
い
る
。
当
時
の
モ
リ
ス
は
カ
ナ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
あ
っ
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い
く
つ
か
手
元
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
使
っ
た
」
、
ま
た
「
当
時
の
現
実
的
な
関

冦）

心
事
は
コ
ス
ト
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
か
ら
彫
刻
の
素
材

に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、

モ
リ
ス
が
こ
の
と
き
借
り
て
い
た
ス
タ
ジ
オ
は
と
て
も
狭
く
、
大
型

の
合
板
彫
刻
を
制
作
し
て
も
置
い
て
お
く
場
所
が
無
か
っ
た
た
め
、
六

0
年
代

前
半
に
制
作
し
た
こ
れ
ら
の
大
半
を
展
覧
会
で
展
示
し
た
後
破
壊
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
現
存
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
「
ミ
ニ
マ
ル
」
な
灰
色
の
彫
刻
は
、

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
モ
リ
ス
は
展
覧
会
の
後
で
解
体
し
た
合
板
作
品
を
も
う
一

度
制
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
合
板
作

品
が
初
め
て
別
の
素
材
で
再
制
作
さ
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
コ
レ
ク
タ
ー
の
た
め

で
あ
っ
た
。

一
九
六

0
年
代
前
半
に
モ
リ
ス
が
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
た
グ
リ

ー
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
購
入
記
録
を
見
る
と
、
大
き
な
合
板
作
品
が
初
め
て
取

引
さ
れ
た
の
は
一
九
六
五
年
五
月
で
あ
る
。
購
入
さ
れ
た
の
は
《
U
n
i
t
i
t
l
e
d

S
c
u
l
p
t
u
r
e
 
(
s
q
u
a
r
e
 
d
o
u
g
h
n
u
t
)
》
（
一
九
六
二
年
↓

で
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
出

資
者
で
も
あ
り
、
「
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
」
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
著
名
な
ロ

(43) 

バ
ー
ト
・
ス
カ
ル
(
-
九
一
七
ー
一
九
八
五
年
）
が
そ
の
購
入
者
で
あ
っ
た
。
同

作
品
は
、
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
で
行
わ
れ
た
一
九
九
四
年
の
回
顧
展
の
カ

タ
ロ
グ
に
は
《
U
n
t
i
t
l
e
d
(
F
r
a
m
e
)
》
（
挿
図
5
)
と
の
表
記
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

一
九
六
二
年
に
制
作
さ
れ
た
当
初
は
着
彩
さ
れ
た
合
板
で
作
ら
れ
た
と
み
ら
れ

(44) 
る。

一
方
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
購
入
記
録
用
紙
の
備
考
欄
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、

再
制
作
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

た
金
物
店
で
ほ
と
ん
ど
全
て
の
材
料
を
調
達
し
て
お
り
、
「
決
ま
っ
た
も
の
が

挿図 6 ロバート・スカル・コレクションからオーク

ションに出品された、再制作版のロバート・

モリス《Untitled(Square Doughnut)》(1962

年）（題名の表記は同カタログに準ずる）、

1965年の再制作版、着彩されたアルミニウム、

216 x 216 x 30.5cm、個人蔵

挿図 5 グッゲンハイム美術館での回顧展のカタ

ログに掲載された、ロバート・モリス

《Untitled(Frame)》(1962年）、彩色さ

れた合板、 84X 84 X 12インチ、破壊
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素
材
で
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

パ
ン
ザ
が
モ
リ
ス
の
合
板
作
品
を
初
め
て
購
入
し
た
と
き
は
、
作
家
自
ら
そ

の
再
制
作
に
つ
い
て
進
言
し
て
い
る
。
パ
ン
ザ
は
一
九
六
六
年
三
月
に
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
ド
ワ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
た
個
展
に
出
品
さ
れ
た
三
点
を
購

入
し
た
た
め
、
同
年
九
月
に
モ
リ
ス
か
ら
礼
状
が
送
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

モ
リ
ス
は
、
パ
ン
ザ
が
購
入
を
検
討
し
て
い
る
合
板
作
品
に
つ
い
て
、
「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
で
制
作
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
そ
れ
が
一
ヶ
月
ほ
ど
で

品）

完
成
す
る
の
で
写
真
を
送
る
と
書
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
木
製
の
作
品
が
輸
送

中
に
湿
気
が
原
因
で
破
損
し
た
こ
と
も
あ
り
、

も
の
を
所
有
し
た
こ
と
を
契
機
に
、

で
は
な
く
な
っ
た
。

ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
の
も
の
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
挿

図
6
)
。

少
な
く
と
も
合
板
作
品
は
初
め
て
コ
レ
ク
タ
ー
に
購
入
さ
れ
た
と
き
、
合
板
製

お
り
、

「
購
入
者
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ヘ
の
変
換
の
全
費
用
を
負
担
す
る
」
と
書
か
れ
て

一
九
七
三
年
に
ス
カ
ル
が
サ
ザ
ビ
ー
ズ
に
同
作
を
出
品
し
た
際
は
、

ァ

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ヘ
の
素
材
の
変
更
を
誰
が
希
望
し
た
か
は
不
明
だ
が
、

モ
リ
ス
は
過
去
に
展
示
し
た
合

板
作
品
は
フ
ァ
イ
バ
ー
グ
ラ
ス
や
ス
テ
イ
ン
レ
ス
・
ス
チ
ー
ル
で
再
制
作
し
た

も
の
を
購
入
す
る
よ
う
パ
ン
ザ
に
勧
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
特
筆
す
べ

き
は
、
初
め
て
の
合
板
作
品
の
購
入
者
で
あ
る
ス
カ
ル
が
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
の

モ
リ
ス
は
コ
レ
ク
タ
ー
の
た
め
に
こ
れ
ら

を
よ
り
頑
丈
な
素
材
で
作
り
直
す
よ
う
に
な
り
、
後
に
同
一
の
作
品
を
様
々
な

一
九
七
一
年
に
批
評
家
の
ル
ー
シ
ー
・
リ
パ
ー
ド
(
-
九
三
七
年
i
)
が
行

っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
モ
リ
ス
は
、
合
板
作
品
に
つ
い
て
、
「
い
つ
で
も

他
の
大
き
め
の
作
品
の
多
く
が
そ
う
で
す
が
、
正
確
な
サ
イ
ズ
や
決
ま

作
を
許
容
し
て
い
る
理
由
が
端
的
に
見
て
取
れ
る
。

き
な
い
だ
ろ
う
。

再
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
、

る
。
モ
リ
ス
が
合
板
作
品
の
特
徴
と
し
て
、
再
構
成
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と

者
か
に
所
有
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
別
の
素
材
で
再
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
、

モ

リ
ス
に
合
板
作
品
の
性
質
を
同
定
す
る
き
っ
か
け
を
与
え
た
可
能
性
は
無
視
で

ま
た
、
二

0
一
四
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
は
、

モ
リ
ス
が
合
板
作
品
の
再
制

っ
た
素
材
は
無
い
の
で
す
。
作
品
は
そ
の
時
々
で
変
化
し
て
、
こ
れ
ら
の

諸
変
数
が
一
っ
の
様
態
に
現
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
大
き
め
の
作
品
の
多

く
に
つ
い
て
は
、
不
確
定
な
複
製
品
が
あ
る
の
み
で
、
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」

と
い
う
も
の
は
無
い
と
言
え
ま
す
。

モ
リ
ス
は
合
板
作
品
に
つ
い
て
、
サ
イ
ズ
や
素
材
の
決
ま
っ
た
完
全
な
「
オ

リ
ジ
ナ
ル
」
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
異
な
っ
た
姿
を
持
つ
コ
ピ
ー
の
み

が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
引
用
し
た
発
言
は
近
年
の
も
の
だ
が
、
パ

ン
ザ
と
ジ
ャ
ッ
ド
の
諄
い
に
取
材
し
た
一
九
九

0
年
の
雑
誌
記
事
で
も
、
初
期

の
合
板
作
品
は
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
と
し
て
で
は
な
く
、
単
な
る
複
製
品
と

し
て
実
現
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
ご
と
に
、
新
し
い
作
品
が
制
作
さ
れ

涵）る
」
と
モ
リ
ス
は
発
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
パ
ン
ザ
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
作
家

を
見
出
し
た
時
期
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、

一
度
破
壊
さ
れ
た
作
品
が
何

一
過
的
で
は
な
い
作
品
と
し
て
言
及
し
て
い
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制
作
さ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
モ
リ
ス
は
立
体
作
品
を
制
作
し
始
め
た

（但

一
九
六

0
年
代
は
じ
め
か
ら
デ
ュ
シ
ャ
ン
を
強
く
意
識
し
て
お
り
、
ジ
ョ
ン
・

ケ
ー
ジ
(
-
九
―
ニ
ー
一
九
九
二
年
）
と
共
に
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
名
前
を
挙
げ
、
「
私

が
回
答
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
二
人
だ
と
感
じ
て
い
た
し
、
私
の
作
品
は

[50) 

彼
ら
と
の
対
話
だ
っ
た
」
と
も
発
言
し
て
い
る
。
活
動
初
期
に
は
デ
ュ
シ
ャ
ン

の
作
品
と
同
名
の
レ
リ
ー
フ
も
い
く
つ
か
制
作
し
て
お
り
、
直
接
話
す
機
会
も

何
度
か
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
灰
色
の
大
型
彫
刻
に
つ
い
て
は
、
「
い
わ
ゆ

る
ミ
ニ
マ
ル
な
作
品
を
作
っ
て
い
た
と
き
、
そ
の
内
い
く
つ
か
は
明
白
に
デ
ュ

(52) 

シ
ャ
ン
を
参
照
し
て
い
た
」
と
述
べ
て
、
そ
の
関
連
も
示
唆
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
大
型
作
品
の
複
製
に
対
す
る
モ
リ
ス
の
あ
る
種
寛
容
な
態
度
を
、

単
に
デ
ュ
シ
ャ
ン
ヘ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
の
は
短
絡
的
だ
ろ

う
。
合
板
作
品
は
決
定
さ
れ
た
姿
を
持
た
な
い
彫
刻
で
あ
る
た
め
、

ー
の
再
制
作
の
要
望
に
応
え
や
す
く
、
展
覧
会
の
た
め
に
一
時
的
に
制
作
さ
れ
、

そ
し
て
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
抵
抗
し
な
い
。
モ
リ
ス
の
合
板
作
品
に
関
わ
る
思

想
が
コ
レ
ク
タ
ー
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
で
培
わ
れ
た
と
ま
で
は
考
え
ら
れ
な

い
が
、
《
Unititled
S
c
u
l
p
t
u
r
e
 
(
S
q
u
a
r
e
 D
o
u
g
h
n
u
t
)
》
が
ス
カ
ル
の
要
望
で

が
行
方
不
明
と
な
っ
た
た
め
、

コ
レ
ク
タ

一
九
六

0
年
代
に
一
七
点
の
レ
プ
リ
カ
を
委
託

モ
リ
ス
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、

―
つ
に
は
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン

と
の
問
題
発
覚
前
後
に
既
に
抱
い
て
い
た
考
え
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

（
一
八
八
七
ー
一
九
六
八
年
）
の
考
え
へ
の
同
調
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考

え
ら
れ
る
。
デ
ュ
シ
ャ
ン
と
言
え
ば
、
二

0
世
紀
美
術
に
お
け
る
記
念
碑
的
作

で
あ
る
《
F
o
u
n
t
a
i
n
》
（
一
九
一
七
年
）
を
、
最
初
に
制
作
し
た
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」

2
ー

2

パ
ン
ザ
が
モ
リ
ス
に
与
え
た
影
響

入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
に
変
え
ら
れ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
合
板
作
品
は
コ
レ
ク
タ
ー

と
の
取
引
の
中
で
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
と
も
言
え
る
。

一
九
七
〇

モ
リ
ス
は
コ
レ
ク

タ
ー
に
よ
る
再
制
作
の
問
題
を
扱
っ
た
別
の
記
者
に
は
、
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
い

う
も
の
は
な
い
の
だ
が
、
市
場
が
そ
の
こ
と
全
て
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。
誰
か

653} 

が
あ
る
も
の
を
買
う
と
、
そ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
な
る
」
と
も
話
し
て
お
り
、

少
な
く
と
も
、
市
場
や
コ
レ
ク
タ
ー
の
介
入
に
よ
っ
て
、
無
い
は
ず
の
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
ー
が
作
品
に
付
与
さ
れ
る
と
い
う
認
識
は
示
し
て
い
た
。

作
品
の
唯
一
性
に
執
着
せ
ず
、
展
示
の
度
に
複
製
さ
れ
る
こ
と
を
肯
定
的
に

捉
え
て
い
た
モ
リ
ス
は
、

ア
イ
デ
ィ
ア
や
プ
ラ
ン
を
上
位
に
置
き
、
そ
こ
か
ら

何
度
で
も
作
品
を
再
構
成
で
き
る
と
考
え
て
い
た
パ
ン
ザ
と
、
作
品
の
複
数
性

を
認
め
た
点
で
共
通
し
て
い
た
。
モ
リ
ス
は
、
パ
ン
ザ
の
よ
う
に
絶
対
的
な
イ

デ
ア
と
し
て
の
プ
ラ
ン
を
分
有
し
て
作
品
が
成
立
す
る
と
は
考
え
て
は
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
ジ
ャ
ッ
ド
と
は
異
な
り
、
作
家
の
頭
の
中
に
も
オ
リ
ジ
ナ
ル

を
同
定
す
る
た
め
の
決
定
的
な
判
断
基
準
は
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
例
え
パ

ン
ザ
が
制
作
さ
せ
た
合
板
作
品
で
あ
っ
て
も
「
単
な
る
複
製
品
」
と
し
て
受
け

以
上
、
合
板
作
品
の
再
制
作
に
つ
い
て
、

モ
リ
ス
が
な
ぜ
こ
れ
を
許
容
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
か
、
彼
の
発
言
を
基
礎
に
考
察
し
た
。
し
か
し
、

年
代
半
ば
に
パ
ン
ザ
が
購
入
し
た
作
品
の
契
約
書
は
、
六

0
年
代
に
制
作
さ
れ

た
合
板
作
品
以
外
の
作
品
に
関
し
て
も
再
制
作
を
認
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
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し
か
し
、
先
の
手
紙
が
送
ら
れ
た
五
年
後
の
一
九
七
一
年
の
手
紙
の
中
で
は

結
論
か
ら
述
べ
れ
ば
、

モ
リ
ス
は
合
板
作
品
だ
け
の
特
徴
で
あ
っ
た
は
ず
の
再

制
作
可
能
性
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
ー
を
、
パ
ン
ザ
の
要
請
に
よ
っ
て

徐
々
に
他
の
作
品
に
も
拡
大
し
て
い
っ
た
の
だ
。
本
節
で
は
主
に
書
簡
の
分
析

前
節
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
ジ
ャ
ッ
ド
と
は
異
な
り
、

モ
リ
ス
は
合
板
作
品

の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
や
ス
ケ
ー
ル
に
拘
泥
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
少

な
く
と
も
パ
ン
ザ
と
交
流
を
持
っ
た
ば
か
り
の
一
九
六

0
年
代
半
ば
の
時
点
で

は
、
遠
方
で
自
作
を
制
作
さ
せ
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が

の
書
簡
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
書
簡
の
中
で
、

モ
リ
ス
は
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
か

ら
「
く
さ
び
形
」
の
作
品
を
イ
タ
リ
ア
で
制
作
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
を
受
け

て
お
り
、
パ
リ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
通
じ
て
作
品
を
制
作
で
き
る
職
人
を
探
す
手

筈
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
こ
れ

は
あ
く
ま
で
「
可
能
性
」
で
あ
る
こ
と
を
留
意
し
、
「
現
時
点
で
は
、
私
の
監

督
下
で
作
品
を
作
る
方
が
最
善
の
結
果
を
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
結
論

551) 

を
出
し
て
い
る
。
パ
ン
ザ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
リ
ス
ト
の
中
で
、
「
く
さ
び
形
」

と
い
う
語
が
題
名
に
含
ま
れ
、
か
つ
一
九
六
六
年
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
も
の
は

二
点
の
み
で
、
そ
の
両
方
が
灰
色
の
合
板
作
品
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

人
に
制
作
を
任
せ
る
こ
と
に
は
後
ろ
向
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

モ

リ
ス
は
当
初
合
板
作
品
の
制
作
で
さ
え
、
自
分
の
監
視
が
及
ば
な
い
場
所
で
職

一
転
、
「
く
さ
び
形
」
の
作
品
を
イ
タ
リ
ア
で
制
作
す
る
た
め
の
ス
ケ
ッ
チ
を

同
封
し
、
イ
タ
リ
ア
の
職
人
は
「
た
ぶ
ん
こ
ち
ら
の
職
人
よ
り
も
優
秀
で
し
ょ

う
か
ら
、
何
の
問
題
も
無
い
で
し
ょ
う
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
頃
に
は
、
パ

ン
ザ
は
プ
ラ
ン
と
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
権
利
の
み
を
購
入
す
る
こ
と
が
多
く
な

で
は
な
く
、
作
品
の
ス
ケ
ッ
チ
を
パ
ン
ザ
あ
る
い
は
モ
リ
ス
が
イ
タ
リ
ア
の
エ

場
に
送
っ
た
後
、
そ
れ
を
も
と
に
特
定
の
職
人
が
設
計
図
を
作
成
し
、
組
み
立

て
る
と
い
う
工
程
を
経
て
作
品
制
作
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
五
年
の
間
で
モ
リ
ス
の
意
見
に
転
換
を
も
た
ら
す
具
体
的
な
出
来
事
が

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
の
パ
ン
ザ
と

の
や
り
と
り
か
ら
、
パ
ン
ザ
と
モ
リ
ス
の
関
係
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は

分
か
る
。
そ
れ
は
、
パ
ン
ザ
が
作
品
制
作
の
過
程
で
も
ち
得
る
発
言
権
の
範
囲

の
拡
大
で
あ
る
。

キ
ャ
ス
テ
リ
に
宛
て
た
手
紙
に
は
、
「
未
だ
実
現
し
て
い
な
い
作
品
の
購
入
」

に
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
同
封
し
た
の
で
モ
リ
ス
に
見
せ
て

品）

制
作
す
る
か
ど
う
か
決
定
す
る
よ
う
伝
え
る
内
容
の
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
一

九
七
三
年
七
月
、

モ
リ
ス
は
パ
ン
ザ
が
キ
ャ
ス
テ
リ
宛
て
に
送
っ
て
き
た
「
格

子
状
の
作
品
」
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
つ
い
て
、
「
実
現
で
き
な
か
っ
た
重
要
な

作
品
で
あ
る
と
気
付
き
ま
し
た
」
と
書
き
、
こ
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
イ
タ
リ
ア

の
職
人
に
送
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
パ
ン
ザ
は
未
だ
実
現
し

て
い
な
い
過
去
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
ま
ず
購
入
し
、
そ
れ
を
立
体
作
品
と
し
て

制
作
す
る
こ
と
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
通
し
て
作
家
に
提
案
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
格
子
状
の
作
品
」
と
は
、
《
U
n
t
i
t
l
e
d
(
F
l
o
o
r
 

分
か
る
文
章
が
、

一
九
六
六
年
の
モ
リ
ス
か
ら
パ
ン
ザ
に
宛
て
ら
れ
た
初
め
て

を
通
じ
て
、
時
系
列
に
両
者
の
関
係
性
の
変
容
を
詳
し
く
見
て
い
く
。

っ
て
い
た
。

一
九
七

0
年
代
初
頭
に
送
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
パ
ン
ザ
か
ら

つ
ま
り
、
作
品
そ
れ
自
体
を
ア
メ
リ
カ
で
制
作
し
て
輸
送
す
る
の
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挿図 7 グッゲンハイム美術館での回顧展のカタログに掲載された、ロバート・モリス《Untitled

(Floor Grid)》(1979年）、 1968年のプランをもとに制作、アルミニウム、 27X7.26X

6.71m、グッゲンハイム美術館、パンザ・コレクション

ッ
ド
の
も
の
と
同
じ
く
、

G
r
i
d
)
》
（
挿
図

7
)

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
パ
ン
ザ
が
売
却
し

た
モ
リ
ス
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
元
に
構
成
さ
れ
た
一
九
九
四
年
の
グ
ッ
ゲ
ン
ハ

イ
ン
グ
を
制
作
し
た
が
一
九
七
九
年
ま
で
実
現
し
て
い
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
後
実
際
に
制
作
さ
れ
、
パ
ン
ザ
に
所
蔵
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
、
パ
ン
ザ
は
モ
リ
ス
が
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の
ま
ま
留
め
て
お
い
た
作
品
を
、

コ
レ
ク
タ
ー
の
発
案
に
よ
っ
て
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
制
作
す
る
こ
と
を
作
家

作
ら
れ
て
い
な
い
作
品
」
の
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ
を
担
保
す
る
た
め
、
ま
た

今
後
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
よ
る
作
品
の
偽
造
を
防
ぐ
た
め
、
「
あ
な
た
（
モ
リ
ス
）

に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
べ
き
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」
【
括
弧
内
筆
者
】

の
草
案
を
モ

リ
ス
に
送
付
し
て
い
る
。
こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
本
来
は
作
家
本
人
が
作

る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
両
者
の
利
益
の
た
め
、
パ
ン
ザ
が
弁
護
士
と
共
に
作
成
し

(58) 

た
も
の
だ
と
パ
ン
ザ
は
書
面
で
述
べ
て
い
る
。
パ
ン
ザ
は
原
理
的
に
は
プ
ラ
ン

さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も
制
作
可
能
な
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
の
特
徴
を
鑑
み
、

作
品
の
同
一
性
を
保
っ
た
め
に
作
家
本
人
に
よ
る
承
認
を
必
要
と
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
そ
の
翌
年
に
両
者
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
全
て
の
契
約
書
に
は
、
ジ
ャ

一
回
性
の
展
覧
会
の
た
め
の
再
制
作
と
解
体
や
、
長

距
離
の
作
品
輸
送
に
掛
か
る
費
用
の
削
減
の
た
め
の
再
制
作
な
ど
を
可
能
に
す

(59) 

る
権
限
を
パ
ン
ザ
に
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
ジ
ャ
ッ
ド
に
と
っ
て
こ
の

契
約
書
は
、
後
に
作
家
な
き
作
品
制
作
を
可
能
に
し
た
、
自
身
の
思
想
か
ら
甚

そ
し
て
、

一
九
七
四
年
七
月
、
パ
ン
ザ
は
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
手
に
よ
っ
て

に
決
意
さ
せ
た
の
だ
。

イ
ム
美
術
館
で
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
同
作
に
つ
い
て
、

一
九
六
八
年
に
ド
ロ
ー
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イ
ト
・
グ
レ
ー
を
買
う
ん
だ
ー
そ
の
店
に
あ
る
も
の
で
良
い
ー
そ
し
て
木

私
は
作
品
を
輸
送
す
る
よ
り
も
、
再
構
成
す
る
方
が
よ
り
簡
単
で
あ
る

で
、
モ
リ
ス
は
次
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、

要
求
し
、
そ
れ
を
モ
リ
ス
は
許
容
し
た
。

だ
し
く
逸
脱
す
る
内
容
だ
っ
た
が
、

は
残
っ
て
お
ら
ず
、

モ
リ
ス
に
と
っ
て
「
い
つ
で
も
再
構
成
で

き
る
」
と
い
う
条
件
は
一
九
七
一
年
の
時
点
で
既
に
合
板
作
品
に
与
え
て
い
た

(60) 

も
の
で
も
あ
っ
た
。
契
約
後
、
モ
リ
ス
が
パ
ン
ザ
に
不
服
を
申
し
立
て
る
書
簡

モ
リ
ス
は
契
約
内
容
に
納
得
し
た
上
で
署
名
し
た
と
考
え

て
良
い
だ
ろ
う
。
結
果
的
に
、
パ
ン
ザ
は
こ
の
契
約
に
よ
っ
て
モ
リ
ス
に
合
板

作
品
を
含
む
ほ
ぼ
全
て
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
作
品
を
再
制
作
可
能
に
す
る
こ
と
を

一
九
七

0
年
代
後
半
に
な
る
と
パ
ン
ザ
の
作
品
制
作
に
及
ぽ
す
発
言
力
は
増

し
、
作
品
の
素
材
や
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
積
極
的
に
希
望
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。

だ
が
、
物
理
的
に
不
可
能
な
も
の
で
な
い
限
り
、

モ
リ
ス
は
パ
ン
ザ
の
提
案
の

一
九
八
五
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
が
好
き
で
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
ら
、
例
え
ば
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
で
展
示
の
準
備
を
し
て
い
る
誰

か
に
、
私
が
「
こ
の
作
品
を
も
う
一
っ
作
っ
て
く
れ
。
店
に
行
っ
て
、
ラ

目
が
目
立
た
な
い
よ
う
に
、
油
絵
具
で
塗
る
ん
だ
」
と
言
え
ば
い
い
。
作

品
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
例
え
貴
重
な
素
材
が
な
く
て
も
、
完
璧
に
再

構
成
可
能
で
あ
る
と
い
う
ァ
イ
デ
ィ
ア
が
好
き
な
の
で
す
。

た
の
だ
。

お
わ
り
に

モ
リ
ス
が
こ
こ
で
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、

や
は
り
合
板
作
品
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
作
品
の
輸
送
と
現
地
で
の
再
構
成
を
比
べ
る
考
え
は
、
パ
ン
ザ

の
そ
れ
を
想
起
さ
せ
る
。
八

0
年
代
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ッ
ド
の
不
満
は
パ
ン
ザ

が
作
家
の
最
終
決
定
を
待
た
ず
に
作
品
を
完
成
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
向
け

ら
れ
て
い
た
が
、

モ
リ
ス
の
場
合
も
、
イ
タ
リ
ア
や
遠
方
で
の
作
品
制
作
お
よ

(62) 

び
再
制
作
に
モ
リ
ス
本
人
が
監
督
し
て
行
わ
れ
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
、

モ
リ
ス
と
パ
ン
ザ
の
関
係
に
亀
裂
が
生
じ
な
か
っ
た
の
は
、
上
記
の
よ

う
な
考
え
を
パ
ン
ザ
と
の
交
流
の
中
で
培
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先

行
研
究
者
の
マ
ー
サ
・
バ
ス
カ
ー
ク
は
、
ジ
ャ
ッ
ド
が
自
作
を
工
場
に
発
注
す

る
こ
と
で
む
し
ろ
完
成
作
へ
の
拘
泥
を
強
め
た
こ
と
を
、
「
作
者
性
の
重
要
性

を
減
ず
る
よ
り
も
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
手
の
跡
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

(63) 

作
品
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
繋
が
り
は
よ
り
顕
著
な
も
の
と
な
る
」
と
表
現
し
た

が
、
モ
リ
ス
の
場
合
は
こ
れ
に
当
て
嵌
ま
ら
な
か
っ
た
。
モ
リ
ス
は
作
品
の
制

作
を
職
人
に
委
託
し
、
作
品
か
ら
手
の
痕
跡
を
拭
い
去
っ
た
が
、

コ
レ
ク
タ
ー

の
考
え
に
柔
軟
に
適
応
し
て
い
く
こ
と
で
、
む
し
ろ
作
品
と
の
絆
は
薄
ら
い
で

い
っ
た
。
そ
し
て
作
家
と
作
品
の
距
離
が
遠
の
く
と
、

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

モ
リ
ス
は
パ
ン
ザ
に
実

現
さ
せ
る
作
品
の
選
定
や
サ
イ
ズ
や
素
材
に
関
わ
る
決
定
権
を
与
え
、

モ
リ
ス

は
作
品
の
持
ち
得
る
姿
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
同
一
性
ま
で
も
拡
大
し
て
い
っ

モ
リ
ス
は
パ
ン
ザ
の
要
請
に
応
じ
て
作
品
の
様
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ろ
う
か
。

態
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
作
品
の
実
現
に
関
わ
る
権
限
を
コ
レ
ク
タ
ー
に
分

け
与
え
た
。

モ
リ
ス
に
と
っ
て
芸
術
作
品
は
、
「
い
ま
」
「
こ
こ
」
だ
け
に
し
か

存
在
し
な
い
も
の
で
は
な
く
、
「
い
つ
で
も
」
「
ど
こ
で
も
」
存
在
す
る
こ
と
が

で
き
る
複
製
芸
術
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
ま
で
記
述
し
て
き
た
、

現
実
の
彫
刻
に
決
定
的
な
姿
を
定
め
な
い
モ
リ
ス
の
態
度
は
、
「
コ
ン
セ
プ
チ

ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
」
の
作
家
た
ち
の
そ
れ
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
実
際
、

モ
リ
ス
は
《
C
o
n
t
i
n
u
o
u
s
P
r
o
j
e
c
t
 A
l
t
e
r
e
d
 D
a
i
l
y
》
（
一
九

六
九
年
）
を
代
表
と
す
る
、
作
品
の
制
作
過
程
そ
の
も
の
を
展
示
期
間
中
に
見

せ
、
会
期
終
了
後
撤
去
さ
れ
る
と
い
う
、
芸
術
作
品
の
物
質
的
な
側
面
を
否
定

す
る
か
の
よ
う
な
作
品
も
制
作
し
て
い
る
。
し
か
し
、

モ
リ
ス
は
観
念
を
至
上

と
す
る
考
え
は
一
度
も
持
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
第
二
節
で
も
取
り
上
げ
た

一
九
七
一
年
の
リ
パ
ー
ド
と
の
対
話
の
中
で
モ
リ
ス
は
、
「
自
分
を
コ
ン
セ
プ

チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
し
、
そ
の
よ
う
に
呼
ば

れ
る
こ
と
に
常
に
抵
抗
し
て
き
ま
し
た
」
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
だ

モ
リ
ス
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
コ
ピ
ー
に
対
す
る
考
え
は
確
か
に
、
観
念
的
作
品

を
制
作
し
た
作
家
た
ち
と
も
、
ま
た
ジ
ャ
ッ
ド
と
も
違
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
ジ
ャ
ッ
ド
の
ケ
ー
ス
で
は
、
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
や
サ
イ
ズ
が
決
定
的
で
あ
る

と
い
う
意
味
で
作
者
と
繋
が
り
の
強
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
が
解
体
さ
れ
た
後
、

パ
ン
ザ
が
購
入
し
た
所
有
権
に
は
ょ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
を
制
作
す
る
権
利
が
含
ま

れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
作
品
が
展
覧
会
の
た
め
に
も
う
一
っ
制
作
さ
れ
た
と

き
、
作
家
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
結
実
し
た
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
い
る
限
り
、
パ
ン

と
が
で
き
る
。

一
九
七

0
年
代
半
ば
頃
か
ら
、
パ
ン
ザ
は
当
時
建
設
を
予
定
し

間
に
対
す
る
強
い
関
心
で
あ
る
。

ザ
に
と
っ
て
そ
れ
は
本
物
で
あ
り
、
；
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ジ
ャ
ッ
ド
に
と
っ
て
は
、
作
家
の
承
認
な
し
に
制
作
さ
れ
た
作
品
は
偽
物
で
あ

り
、
例
え
プ
ラ
ン
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
制
作
し
た
作
品
で
も
、
自
身
が
承
認
し

ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
」
の
作
品
の
取
引
に
お
い
て
は
、
現
前
化
さ
れ
た
；
オ
リ
ジ

ナ
ル
ク
が
存
在
し
な
い
状
態
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
所
有
権
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
の
は
あ
る
；
バ
ー
ジ
ョ
ン
ク
を
制
作
す
る
権
利
で
あ
る
。

モ
リ
ス
の
場

合
は
、
も
と
も
と
サ
イ
ズ
や
素
材
に
拘
り
が
な
く
、
作
者
と
の
繋
が
り
が
弱
い

作
品
が
あ
り
、
初
め
に
制
作
し
た
作
品
は
；
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
と
言
う
よ
り
必
第

一
バ
ー
ジ
ョ
ン
ク
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
パ
ン
ザ
と
の
取
引
で
譲
渡
し
た
の

は
磁
第
ニ
バ
ー
ジ
ョ
ン
ク
と
そ
れ
に
続
く
第
三
、
第
四
の
；
バ
ー
ジ
ョ
ン
ク
を

制
作
す
る
権
利
で
あ
り
、
そ
の
制
作
が
作
家
不
在
の
ま
ま
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
複
製
品
と
し
て
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
点
で
、

モ
リ
ス
は

「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
て
も
遜
色
な
い
。
だ
が
、

モ
リ
ス
が
コ
ス
ー
ス
ら
作
品
の
観
念
性
に
重
き
を
置
い
た
作
家
と
異
な
り
、
ジ

ャ
ッ
ド
と
重
な
る
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
作
品
が
展
示
さ
れ
る
展
示
空

モ
リ
ス
の
展
示
空
間
へ
の
関
心
は
、
パ
ン
ザ
と
の
書
簡
に
お
い
て
見
出
す
こ

て
い
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
美
術
館
に
、
プ
ラ
ン
と
し
て
購
入
し
た
モ
リ
ス
の
作

品
を
い
く
つ
か
恒
久
的
に
展
示
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
モ
リ

ス
は
、
自
作
が
展
示
さ
れ
る
予
定
の
空
間
に
つ
い
て
写
真
や
フ
ロ
ア
プ
ラ
ン
を

な
い
限
り
そ
れ
は
十
全
な
芸
術
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
「
コ
ン
セ
プ
チ
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求
め
、
実
際
に
展
示
空
間
を
見
な
が
ら
美
術
館
の
建
築
家
と
話
し
合
い
た
い
と

幾
度
と
な
く
書
き
送
っ
て
い
る
。
美
術
館
の
建
設
は
難
航
し
、
結
局
実
現
す
る

ザ
と
の
や
り
と
り
の
中
で
唯
一
拘
っ
て
い
た
の
が
、
展
示
空
間
と
オ
プ
ジ
ェ
ク

ト
の
調
和
で
あ
っ
た
。
第
二
節
冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、
オ
プ
ジ
ェ
ク
ト
と
空

間
の
関
係
は
、

モ
リ
ス
の
著
名
な
論
考
で
あ
る
「
彫
刻
に
関
す
る
ノ
ー
ト
」
の

シ
リ
ー
ズ
を
執
筆
し
た
一
九
六

0
年
代
半
ば
以
来
、
常
に
モ
リ
ス
に
と
っ
て
重

要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、

モ
リ
ス
は
オ
プ
ジ
ェ
ク
ト
が
現
実
空
間
に

顕
現
す
る
と
き
、
そ
れ
が
展
示
さ
れ
る
場
所
と
作
品
に
つ
い
て
は
、
こ
う
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
自
身
の
主
観
的
な
判
断
を
必
要
と
し
て
い
た
。
モ
リ

ス
の
彫
刻
は
、
複
製
可
能
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
観
念
的
で
も
あ
る
が
、
空
間

と
の
関
係
に
お
い
て
オ
プ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
明
確
な
形
態
を
も
つ
こ
と
も
あ

ジ
ャ
ッ
ド
を
は
じ
め
、
作
家
不
在
の
再
制
作
を
行
っ
た
パ
ン
ザ
に
抗
議
の
声

を
上
げ
た
作
家
た
ち
は
、
作
品
の
原
理
的
な
複
製
可
能
性
は
認
可
あ
る
い
は
黙

認
し
な
が
ら
も
、
実
際
に
作
品
が
同
時
に
複
数
存
在
す
る
状
況
に
作
者
性
を
脅

た
が
、

コ
ス
ー
ス
の
よ
う
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
作
品
の
中
心
的
な
要
素
と
す
る
作

家
た
ち
は
、
市
場
か
ら
逃
れ
る
た
め
「
脱
物
質
化
」
を
標
榜
し
つ
つ
も
、
指
示

書
や
証
明
書
に
観
念
を
肩
代
わ
り
さ
せ
る
こ
と
で
オ
プ
ジ
ェ
ク
ト
あ
る
い
は
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
購
入
可
能
な
も
の
と
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

モ
リ

ス
の
彫
刻
は
観
念
と
オ
プ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
に
座
し
、
周
囲
の
状
況
に
よ
っ
て

か
さ
れ
た
と
感
じ
た
。

一
方
で
、
本
論
で
は
あ
ま
り
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

る
と
い
う
こ
と
だ
。

J

と
は
無
か
っ
た
た
め
、

モ
リ
ス
の
要
求
は
空
を
切
り
続
け
た
が
、

彼
が
パ
ン

註(
l
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っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

解
し
た
パ
ン
ザ
が
衝
突
し
な
か
っ
た
の
は
、

あ
る
意
味
で
当
然
の
成
り
行
き
だ

ど
ち
ら
の
要
素
を
強
め
る
こ
と
も
で
き
た
。
あ
ら
ゆ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
忌
避
す

る
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
芸
術
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品
を
制
作
す
る
モ
リ
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と
、
「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア

ー
ト
」
を
「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
」
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